
設定課題 2.生活様式ならびに身性特徴との関連における霊長類のロコモーショ

ンに関する研究

ニホンザルの枝渡り四足歩行における四

肢運動様式に関する研究

?;f田 守 (お茶の水女子大 ･家政)

ユホソザル2頚を使い,鉄パイプで作成した枝渡り装

虻の上な四足歩行させ,その際枝に加わる力を枝の両端

部にて測起した｡同時に35ミ.)フィルムにて連続写真投

形をおこない,屯磁オシログラフの記録紙上に.枚の両

粥･.afa;のt'-ドセルからの力の大きさを示す曲線と,連続

Jjr(似脚 与のシャッターの開閉を示すシグナルとが同時

に紀以されるよう工夫したOまた同時に前肢の上腕二頭

JVi.上腕三WL筋および反対側後肢の外側広AB,大腿二頭

J汎 脚脱)汎 前歴骨筋から筋冠図を記録した.

肉眼帆加でもこホソザルの枝渡り四足歩行における四

肢迎如拙式はこれまでわかっている平地上田足歩行にお

ける根式とl司じく前方交叉塾の四肢運動順序.<タソであ

るo但し,舛妹あることは,岐波り歩行において後肢の

川みはずしが目立ったことであるoこの枝渡り四足歩行

における肪拍動のJVJ偶因記録から,互に反対側の前肢後

舷のペアにおいて伸筋の活動バクソは前方交叉型を明瞭

に77.'した｡また後肢の伸展運動には外側広筋 ･大腿二頭

筋 ･肋脱JWのtL･動がともなうが,筋活動の故弱を時間経

過でみると大腿二以前 ･誹腹筋から外側広筋へと筋活動

の生血の桝 了がみられる｡

五いに反対側の前肢後肢のベアにおける屈筋の活動バ

クソは,ほぼ的腰骨筋から上腕二頭筋への活動順序を示

すが,机軌技の伸筋活動.くタソの時間的遅れが歩行の経

過巾ほは-掛 こ快たれているのに対し,前後肢の屈筋括

耳加こおいては柑Iul的遅れが非常に短いこと,また枚渡り

経過.lJの変動が大きい位向を示すこと等が視察された.

また.放屯時間については伸筋にくらべて屈筋では非常

に短い｡

蚊の岡9;L'揃 分における力の測定記録と粒形された写真

の記蝕から.1コマの写抑こおける重心線の位匠が計昇

に上り山された｡その誼心線の位置は前後の体支持肢の

RLqにあることは明脱であり,その間身体の最も前方に位

旺するときでも支持伸展前肢の後方数セソチまでであ

り.ほぼその位匠に振 り出された同側後肢が着地するよ

うである｡

霊長類上肢筋の筋線維構成Lこ関する検索

(中間報告)1)

･岩本壮太郎 (昭和大 ･医)

日 的

霊長規の骨格筋は一般にヒトのそれと極めて相似性の

高いものであるが,サルとヒトでは運動性或は生活環境

には著しい差が見られる.蟹老等は上肢筋について各節

の筋線維鵬成な明らかにし,筋の形態分析を考察すると

ともにヒトのそれとの比較枚討によって践能による筋線

維構成の差異の実態を明らかにしたい｡現在,観察を終

了したカニクイザルの上腕二頭克別こついてその結果を述

べる｡

研究材料および方法

研究材料は100/oホルマ1)ソ水注入のカニクイザル成秩

10頭 (85,95)から得た右側上腕二頭筋10例で放棄に

は肪腹の皮大巾部における約 1cm厚の班断片を使用し

た.研究方法は従来の方法と同様で,切り出した筋の故

断片は100/oホルマ1)ソにて再固定後,型の如く水洗,脱

水,ツェロイジソ包埋,20-25FL帝切を行ない,H･E染

色を施した｡筋線維数の許定は Samplingmethodに依

り,銃下に行なった.また,同時に筋線維の艮径とそれ

に直角な短径とな計測した｡

成績 (第1表)

第1表 カニクイザル上腕二頭筋における筋線維数値袈
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1. 筋線維総数

カニクイザル上腕二頭筋筋腹供断面における節線雄総

数は,筆者等の換索例では最高124,410,放低80,288,辛

1)猪口清一郎 (昭和大･医)との共同研究｡
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均約10Ll,800であり.放稲と放任のnLqには約1.5倍の益が

罷められ,仙土多い-)J'に.雌は少ない方に夫々片寄る仰

向が認められる｡--jJ-.肪EiL桝断面8'tを切片の両肘 こよ

って見るに.叔ドS143mm2.放伐 48.3mm2.平均 94.7

mm2で般r:,1と放任のr和には略々3倍の益がmL)められ,班

は両群1狭の-jJ'に,雌は広のJJ-に夫々片寄る価向が認めら

れる｡先方線維総数と筋腹桝断面机との問には一定の関係

は訊められなかった.

2. 叩位両研 (1mm2) 中の筋線維数

カニクイザル上腕二頭筋筋腹供断面における1mm2中

の筋線維数は班者等の検査例では最高1,849,最低840,

平均1,207であり,最高と最低の問には2倍強の差が認

められ,雄が多い方に, 雌が少ない方に片寄る幌向を

示す｡筋腹供斬両統との関係を見るに,1mm2巾の筋

線維数は班断両班が広いものでは少なく,狭いものでは

多い傾向を示す｡

3.筋線維の径

筋線維の長径と短径から井出した筋線維の太さ (FL2)

の各例における平均値 については扱高 897.3FL2,放任

295.6FL2,平均551.3Ft2であり,政市と蔽低の問には3倍

の差が認められ,筋線維の太さは雄では中一小であり.

雌では大または小であるo筋腹桝断面郡との関には順相

関の幌向が見られる｡

比較と考察

Barin･Baum,Etemadi& Hosseini,Inokuchieta1.,

によるヒト上腕二97i筋についての成郡と比較するに,カ

ニクイザル上腕二Bn筋では筋線維総数はヒトの約1/2で,

1mm2巾の筋線維数は1.2-2倍,筋腹桝断面掛 ま1/3

-I/7,筋線維の太さは5/6-1/3であり,各々について

その最高,最低の掛 まヒトのそれより小である.すなわ

ち,筋線維総数については,カニクイザルは体盃の割に

ヒトよりも泣かに多いということができる｡而して前述

の結果から筋線維の諸像は,雄では雌よりも筋線維数多

く密集し小なるものに比較的一定するが,雌では総数,

窄皮,横断面私 太さ等において変化に富む様に思われ

る｡

これ等の幌向は人のそれとは必ずしも一致しないし,

又Kohashi並びに Halbanのいう収縮によって強い力を

山す筋の筋緑鰍 土太いという説とは必ずしも一致しな

い｡すなわち,カニクイザルの上腕二流月別土持椀的な働

きをする筋の特微を771･すと考えることができる.

霊長類下肢筋の筋線維構成に関す る検索

(中間報告)1)

才符ロrt7-那 (昭和大 ･医)

目 的

骨格筋の筋線維桝成はその筋の収掛 こよって起こる体

位の変化の宮古札 すなわちその述IR,持税.爪呼と哲持

た関係を和し,盟F<机の尿閉に見られる相似筋の抑 こお

いても,ヒトと他とでは同一筋の収掛 こよって起こる什

位変化の相は興ってくるものがあり,この33,弟分肪繰維桝

戊にも差異が現われるものと考える｡盟F<刑の下肢筋

は,ヒトのそれが直立歩行に関与するのに対し,半iEf立

或は後肢としての役割を火し,時には足の把担迎動に関

与する等ヒトと遮った横倍両が見られる｡この機憶両に

おける差只を夫々の筋について筋線維桝戊の面から追求

したい｡

材料および方法

枚丑にはアカゲザル収怜11野i(批5,雌6)の右側大

腿筋を用い,大腿筋なそれぞれ偶々に刑山し,主として

筋腹放大巾部について桝斬両の机m染色標本 (H･E)杏

作垂生し,銃下に筋線維放とその太さとな駅がした｡さら

に.これらの筋についてその出血及び肪収放火巾部の机

断両班の計測な行ない,ヒト及び他称のサルとを比校し

たのでここにはその成約な氾す｡

成績 (節1衣)

第1表 アカゲザル大腿純筋のmFL･.相対mm依.
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I)岩本壮太郎 (昭和大 ･医)との共同研兜｡
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